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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまでフェミニズム研究においてあまり取り上げられて

こなかった、1970年代のいくつかの国での労働者階級の女性達による社会運動に焦点をあて、

第一に、それらがベーシックインカムとケアの社会化の両方を要求していたこと、第二に、そ

の「福祉権フェミニズム」と呼ぶことができる独特の傾向は、彼女達の労働者階級の福祉要求

者としての日々の経験と、新たに現れつつあったフェミニズムの言説との結合によって可能と

なったことを明らかにした。また第三に、彼女達のヴィジョンの持つ理論的含意について考察

した。 

 

研究成果の概要（英文）：This research reveals the unique combination of demands by some 

working class feminist movements in several countries in 1970s, which has been sidelined 

in academia. The movements, I name it ‘Welfare Rights Feminism’, demanded both basic 

income and socialization of care, by connecting their everyday experience as working class 

claimants with newly emerged feminist discourses. Their visions preceded some of feminist 

theorizing such as ‘universal caregiver model (by Nancy Fraser)’, and went far beyond 

them.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 社会保険・公的扶助を大きな柱とする現行
の社会政策の枠組みを根底から組み換える
ことになるベーシック・インカム (Basic 

Income)構想が、近年世界規模で議論されて
いる。多くの国の緑の党でベーシック・イン
カムが綱領に含まれたり、ナミビアやブラジ
ルの一部のコミュニティで社会実験として
ベーシック・インカムが導入されたりしてい
るのはその一例である。 

 学問的にも、1986 年に結成されたベーシ
ック・インカム欧州ネットワークは学術的な
議論を飛躍的に深化させ、2004 年に世界ネ
ットワーク（Basic Income Earth Network, 

以下 BIENと表記）へと発展的に改組される
に至っている。またこのネットワークを母体

に 2005年には学術誌 Basic Income Studies

も創刊された（申請者は 2006 年まで編集委
員を務めた）。 

 他方で一部の研究（女性運動史研究や申請
者によるものを含む）が明らかにしつつある
ように、1930年代および 1970年代には、世
界の複数の地域でベーシック・インカムを要
求する社会運動が存在したし（Nadasen 

2005, Yamamori 2006）、現在でも幾つかの
地域では運動が持続している。しかしながら
ベーシック・インカム研究の主流がこれらに
言及することは殆どない。 

 国内的にもこうした世界的な研究状況を
反映して、ベーシック・インカムに言及する
研究論文は本研究開始までの数年で飛躍的
に増大しつつあった。また日本障害学会や日
本フェミニスト経済学会などのシンポジウ
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ムや共通論題などでベーシック・インカムが
取り上げられるなど（申請者はそれぞれ基調
講演者、座長を務めた）、議論は広がりつつ
あったが、ジェンダー研究の立場からの本格
的な検討は端緒についたばかりという状態
であった。 

 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、第一に、ベーシック・イ
ンカム構想が、イギリス、アメリカ、カナダ、
イタリアなどのシングルマザーたちを中心
とした社会運動のなかで 1970 年代に要求項
目に挙げられていたことを明らかにし、その
意味を分析することである。 

 第二に、彼女たちの運動を「福祉権フェミ
ニズム」として整理し、そこにおいてケアの
社会化要求がベーシック・インカムなどの所
得保障の要求とどのように関連していたか、
また労働現場でのフェミニズムとどのよう
に接続していたかを明らかにすることであ
る。第三に、上記第一、第二で明らかになる
知見のもつ理論的含意について整理するこ
とである。 

 

 

３．研究の方法 

 
 文献研究と福祉権団体および研究者への
ヒアリング調査によって、福祉権フェミニズ
ムにおけるベーシックインカム要求につい
ての概略的な通史を纏める。 
 またイギリスの福祉権団体の一つである
要求者組合参加者へのインタビュー調査、お
よびイギリスの女性運動団体である「家事労
働に賃金を」キャンペーンの活動家へのイン
タビュー調査によって、ケアの社会化要求と
ベーシック・インカム要求がどのように関連
していたかを明らかにする。この点を巡って
は先行研究がほとんど存在しないため、イン
タビュー調査に大きく依存せざるを得ない。
いわばオーラル・ヒストリー的アプローチを
取ることになる。 
 これらを踏まえ、福祉権フェミニズムの視
点から、フレーザーの普遍的ケア提供者モデ
ルの再検討を行う。この部分は分析的社会理
論の伝統にしたがった研究方法を採用する。 
 成果はベーシック・インカム関連の国際会
議、フェミニズム関連の国際会議などで報告
する他、数本の論文にまとめ公刊する。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果として以下の点が挙げられ
る。第一に、イギリス、アメリカ、カナダ、

イタリアなどの女性たちを中心とした社会
運動のなかで 1970 年代にベーシック・イン
カムが要求項目に挙げられていたことが明
らかとなった。 

 第二に、（英語圏／日本語圏ともに）フェ
ミニズム研究において、ベーシック・インカ
ムを要求していた彼女達の社会運動がほと
んど言及されていないことを明らかにした。  

  従来の「社会主義フェミニズム」対「ラデ
ィカル・フェミニズム」といった構図、ある
いは「リベラル・フェミニズム」／「ウェル
フェア・フェミニズム」／「ブラック・フェ
ミニズム」という分類、あるいは、「第一波
フェミニズム」／「第二派フェミニズム」と
いった腑分け、いずれにおいても彼女達の運
動は抜け落ちてしまう。本研究で明らかにな
った彼女達の社会運動の共通点を踏まえ、そ
れらを「福祉権フェミニズム」として整理し
た。 

 第三に、おもにイギリスでの運動に焦点を
おいて、ケアの社会化要求がベーシック・イ
ンカムなどの所得保障の要求とどのように
関連していたか、また労働現場でのフェミニ
ズムとどのように接続していたかを、アーカ
イブワークやインタビュー調査に基づいて
明らかにした。 

 具体的には、要求者組合運動は、ケアの社
会化とベーシック・インカムとを不可分の要
求として認識し、同時に要求していたことを
明らかにした。またエスニック・マイノリテ
ィーの女性労働者たちのストライキへの連
帯活動を精力的に行う等、労働現場のフェミ
ニズムとも強く結びついていたことを明ら
かにした。 

 また要求者組合と同一視されることもあ
る、「家事労働に賃金を」キャンペーンの活
動家にもインタビューを行い、二つのグルー
プの共同と対立についても明らかにした。両
者は、福祉国家行政における性差別（例えば
いわゆる「同棲ルール」）や、福祉削減の動
き（例えば児童手当の廃止案）に対しては、
共同して闘争を組んだ一方、積極的な要求項
目を巡っては鋭く対立したのである。「家事
労働に賃金を」キャンペーンの主要な活動家
達は、ベーシック・インカム要求を、理念的
には肯定しつつも、１９７０年代はケア活動
が主に女性によって担われていることを社
会に訴えかけていかなければならない時期
であり、戦略的に間違った主張であると見な
した。それに対して、要求者組合の女性達は、
「家事労働に賃金を」要求を、性別役割分業
を強化しかねないものと見なしたのである。
なお本研究は、いずれのグループも、それぞ
れの要求とともに、ケアの社会化を必要なも
のと見なし、積極的に要求していたことも明
らかにした。 

  第四に、こうした彼女達の要求とヴィジョ



 

 

ンは、現代のフェミニズム理論における、例
えば「普遍的ケア提供者モデル（N. Fraser）」
などの議論を先取りし、かつさらにその先を
行くものであったことを明らかにした。 

 すなわち「普遍的ケア提供者モデル」にお
いては、労働なりケアなりに従事することが
可能な成人が世帯のなかに複数いることが
前提となっており、その意味で健常者からな
る核家族を前提としたモデルとなっている。
これに対して、本研究で明らかにされた、要
求者組合運動をはじめとする福祉権フェミ
ニズム運動においては、こうした諸前提が根
底から問いただされた。その先にベーシック
インカムが要求されたのである。 

 
 以上は研究開始時点である程度予期して
いたことだが、他方でまた新たな課題も明ら
かとなった。本研究の過程で、イギリスの労
働者階級の女性達によってベーシック・イン
カム要求が、全英女性解放運動会議の場で動
議として出され、可決されていたことを突き
止めた。ところがこのことは書かれた歴史の
中ではまったく消し去られてしまっていた。 
 なぜ消されてしまったのかを理解するた
めに、研究対象を、一方で「福祉権フェミニ
ズム」から 1970 年代の女性解放運動全般に
広げ、他方で複数国からイギリス一国に狭め
た研究を、2014 年度より開始している（「全
英女性解放会議におけるジェンダー／人種
／階級：『第五要求』形成過程を中心に」）。 
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